
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
わたしがすき 
なかまがすき 
ふるさとがすき 

 

香南市立吉川小学校 学校だより 令和８年４月２３日 

『できた』『わかった』『やってみよう』がいっぱいの学校へ 

先週末の家庭訪問では、お忙しい中ご協力いただきありがとうござ 

いました。保護者の皆様の願いやご家庭でのお子さんの様子を伺うこ 

とができ、大変参考となりました。明日の参観日、ＰＴＡ総会、学級 

懇談もよろしくお願いします。 

新年度が始まり２週間が経ちました。欠席する子どもも大変少なく、 

かなり順調にスタートしたように感じます。新しい環境で子どもたち 

が張り切っている証拠ですが、中にはちょっぴりしんどくなり始めて 

いる子どももいるかも……。そんな時こそ大切なのが、規則正しい生 

活です。今週初めから、生活リズムチェックカードの取組が始まって 

います。早起き、朝ご飯、早寝を心がけ、生活を見直す絶好の機会です。毎日の声がけや

カードへの記入など、取組へのご協力、よろしくお願いします。 

前号でお伝えした学校教育目標『わたしがすき なかまがすき ふるさとがすき』に続

き、今回は研究主題についてお知らせをします。 

研究主題とは、各学校が学校教育目標を受けて設定するもので、子どもたちの学びをど

のように伸ばしていくかを全教職員で共有し、授業改善につなげていくための“学校のテ

ーマ”です。今年度の本校の研究主題は、 『「できた」「わかった」「やってみよう」がい

っぱいの学校へ』です。 子どもたちが「できた！」と笑顔になり、「わかった！」と目を

輝かせ、「やってみよう！」と前向きに挑戦できる——そんな毎日をつくりたいという願い

を込めています。 このテーマをもとに、授業の工夫や学校全体の取組を進め、子どもたち

の学びがもっと楽しく、もっと広がるようにしていきます。 

 今日、６年生は全国学力・学習状況調査を、２～５年生は標準学力調査を実施しました。 

学力調査は、結果を分析して課題を確認し、今後の取組にいかすために実施するものです

が、併せて学力の状況を客観的に把握する機会にもなります。本校では３段階評定（最も

高い評定が３）で２以上の児童の割合を、６０％以上にすることを目標にしています。こ

のために必要なのが、授業改善を中心とする学校での取組と、家庭での学習です。 

学校での取組については、上の研究主題に向けて授業実践を重ね、授業公開やお便り等

で取組の様子をお知らせしていきます。分かる楽しい授業に向け、努力していきますので、

大いに関心をもっていただき、お気づきのことがありましたら、どんどんとご意見をお寄

せください。 

 家庭学習の取組については、多くの子どもたちがお世話になるうなお学校、児童館、若 

家庭学習の取組について 



 竹会との連携が必要です。そこで指導者の皆さんと相談し、家庭学習について、次のよう 

に確認をしました。 

○ 宿題はできるだけ終わらせて帰すようにしてくれます。わからないところは教えてく

れますが、自力でできることを重視することを確認しました。そのため、間違っている

ところがあるまま、家に持ち帰る場合もあります。 

○ プリントやドリル、ノートなどの学習をしている傍らでの音読は、学習への集中の妨

げになる場合があります。そこで、音読は基本、ご家庭でお願いすることにしました。

ご家庭で保護者の方々に聞いてもらえるのが夜遅くなるなど事情がある場合は、個別に

対応してくれますが、できるだけご家庭で聞いてあげて下さい。 

○ 家庭学習の効果を上げるためには、保護者の皆様に関心をもっていただくことが不可

欠です。宿題のできぐあいを確認し、がんばりをほめていただきたいと思います。 

 テストで測れる学力は子どもたちが身につけなければならない力のほんの一部であり、

他にも大切な力はたくさんあります。しかし、学力は子どもの未来を拓く大きな力になる

ことは、まぎれもない事実です。また、学校生活の楽しさ、充実にも大きくかかわります。 

家庭学習の取組について関心を持っていただき、ご協力いただきますよう、よろしくお願

いします。 


